
































































































10〈:ど首 8>ヽP 6q)⊂L山 4.g■一望 2-O< ll l■ー小 一-I--I□ V=1(po=1.1×1011cm-2)J 2 P 06 _一一一一一一~ーi---------_ 一一一一一一一一一一1 l J































































- 16 5 -
研究会報告
擬スピン ･スカーミオンはトンネル ･エネルギーを増加させる｡2層間で電子を移動させたとき､
活性化エネルギーを変化させるのは､静電容量項とトンネル相互作用項である｡第4図のV-2の曲
線は電荷として2eを用いて計算した理論値であるが､これは実験事実を良く説明している｡一方､
もしも電荷がeだと図の点線の様に実験事実と反する理論値を得るOこれは静電容量エネルギーとト
ンネル･エネルギーがほぼ打ち消し合うからである｡揮田等の実験【8】はV-2で素励起が電荷2eを
持ち､スピン･擬スピン量子位相が発生している事の実験的証拠と見なせる｡
試料を製作し実験を遂行した共同研究者の以下の方々に厚く感謝致します｡揮田安樹(東北大理)､
大野英男(東北大通研)､堀越佳治(早大理工)､大野裕三(東北大通研)､岸本修也(東北大通研)､松倉
文礼(東北大通研)､安元理就(東北大理)､浦山敦史(東北大理)､熊田倫雄(東北大理)0
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